
あま市立甚目寺小学校で防災講座を行いました
令和６年１０月４日（金）、あま市立甚目寺小学校で３年生９１名に防災講座を行いました。令和４年に創立１５０年を

迎えた歴史のある学校で、近くには福田川や五条川が流れています。

講座では、この地域で被害のあった伊勢湾台風や東海豪雨など過去に発生した風水害や、最近発生した台風１０号や能登

半島の大雨、線状降水帯などについて学習しました。講座中は皆さんメモを取り、○×クイズにも積極的に答え、正解する

と盛り上がっていました。また、自宅で備蓄品を用意していたり、ハザードマップで自宅の浸水深を確認したことがある児

童が多く、防災意識の高さが伺えました。

ペットボトルを用いた雲や竜巻をつくる実験は、友人同士で「なんでだろう」と仕組みを考えながら、時間の許す限り楽

しんでいました。

今回の講座が、児童たちの防災意識向上に繋がり、将来「守られる人から守る人」になって頂けることを期待しています。
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